
 

平成 23 年度 共栄大学 

教員免許状更新講習（必修領域）のご案内

 
1. 開講講習 

「大学で学ぶ教育の最新事情と教育学・心理学研究の動向」 

学校教育および子どもの発達に関する最新事情ならびに国内外の動向について、 

教育学・心理学研究者の多様な視点から解説を行います。 

 

2. 開講日  

平成 23 年 12 月 27 日（火）・28 日（水） 2 日間 計 12 時間 

開場・受付開始 9:00 / 講習開始 9:30 

 
3. 受講対象者  

平成 24 年 3 月 31 日または平成 25 年 3 月 31 日に修了確認期限となる免許状を有す

る現職教員の方 

【受講対象者の生年月日】 

昭和 31 年 4 月 2 日～昭和 33 年 4 月 1 日 

昭和 41 年 4 月 2 日～昭和 43 年 4 月 1 日 

昭和 51 年 4 月 2 日～昭和 53 年 4 月 1 日 
※この他、受講資格を有する方もいますので、文部科学省のホームページでご確認ください。 

また、ご自分が受講資格者かどうか不明な場合は、都道府県教育委員会等にお問い合わせください。 

 
4. 定員 50 名 

 
5. 申込受付開始  平成 23 年 10 月 1 日（土）  受講料 12,000 円 

 
6. 会場  共栄大学 

東武伊勢崎線「北春日部駅」より無料スクールバスで約 5 分です。 

学内の臨時駐車場、駐輪場をご利用いただけます。 

 

 

  



1 日目： 12/27（火）  

■ 教育政策の動向と学校教育の課題 9:30 ～ 11:10 

担当講師 教育学部長・教授  藤田 英典 

講習概要 グローバル化する知識社会や高度情報消費社会の進展に伴う教育環境の変容と教育政策の

動向について概観し、青少年問題への対応と学力形成の課題を中心に、現代社会における学

校教育の役割と課題について考える。講義の構成は、以下の通りである。 

１．教育環境の変容と青少年問題・教育問題の展開 

２．教育政策の動向と特徴 

３．グローバル化時代の学力形成の課題 

４．現代社会における学校教育の役割と課題 

（参考文献）藤田英典『教育改革』岩波新書 1997 年 

（参考文献）藤田英典『義務教育を問い直す』ちくま新書 2005 年 

持参する物 特になし 

■ 教職観についての省察  11:20 ～ 13:00 

担当講師 教育学部教授  田中 武雄 

講習概要 本講義では、「専門職としての教師」の役割を、①教職の性格―無境界性・複線性・不確実

性、②教師－子ども関係、③学校における同僚性、④時代の中の教師像、及び⑤教職に関す

る国際比較等からさぐる。併せて、「教師のライフサイクルと成長」についてふり返り、”教

える専門家”から”学ぶ専門家”への転換をとおして、「教師としてのアイデンティティ」

と「生涯を教師として生きること」への展望を深める。 

持参する物 特になし 

■ 現場で生かす心理学研究―子どもの数・計算の理解過程―  14:00 ～ 15:40 

担当講師 教育学部教授  天岩 靜子 

講習概要 小学校で算数を学ぶ以前に、子どもは既に数を理解し、数に関する多様な表現を用いて互い

にコミュニケーションをはかっている。この講習では、子どもがどのように数・計算を理解

するか、その過程について具体的に説明をする。また、小学生が示す規則的な計算エラー（バ

グ）について分析し、指導法を考える体験をする。 

持参する物 特になし 

■ 明日から使える連携実践と危機管理  15:50 ～ 17:30 

担当講師 教育学部准教授  金山 康博 

講習概要 連携の対象となる種々の相手（人的・物的）への組織的な協力の仕方と、今日の学校を取り

巻く危機への管理体制や、大地震等の想定の度合いの再検討を迫られている安全体制などに

ついて理解する。現状の学校生活上にワンポイントアドバイスと併せて、より具体的な実践

例をも提示しながら、日常的に必要不可欠な対応方法を考察し、相互感化のためのグループ

討議（意見交換）を行い、自校に持ち帰って自らの教育実践に役立つ方策を獲得する。 

持参する物 特になし 

 



2 日目： 12/28（水） 

■ 保護者・地域と連携した学級経営・学習指導 9:30 ～ 11:10 

担当講師 教育学部教授  若手 三喜雄 

講習概要 これからの学級経営は、学級担任が中心となり、保護者・地域と連携を図りながら、学級集

団への帰属意識を高め、児童相互の円滑な人間関係を育てていくことが大切である。学級と

して、どのように連携を図っているか、学習指導における保護者・地域との連携の取り組み

はどのように行われているかなど、具体的な事例を通して、連携を図る上での課題・配慮事

項等について考察し、よりよい保護者・地域との連携の在り方について考える。 

持参する物 小学校学習指導要領解説 総則編 

■ 学習指導要領改訂の動向 11:20 ～ 13:00

担当講師 教育学部教授  吉川 成夫 

講習概要 今回の新しい学習指導要領は、平成 20 年 1 月の中央教育審議会答申で示された「学習指導

要領改訂の基本的な考え方」に基づくものである。こうした考え方について理解し、また学

習指導要領の総則にある「教育課程編成の一般方針」などに沿いながら、教育課程編成の在

り方や教育活動の進め方について考えていくことにしたい。その中で、言語活動の充実、子

どもの学習意欲と学力の向上、教科書の改善などについても触れることにしたい。 

 

持参する物 小学校学習指導要領，中学校学習指導要領 

■ 子ども理解と指導支援 14:00 ～ 16:00

担当講師 教育学部教授  和井田 節子 

講習概要 多様な子どもたちを理解し、適切な支援指導を行うためには、それを判断するための理論が

必要になる。本講義では、子どもの心に沿った対応による成長支援をめざしたカウンセリン

グの技法、子どもとの良好な人間関係づくりに活用できる「アドラー心理学」の理論を通し

て、個を生かした集団形成や授業づくりについて実践的に検討する。また、発達障がいが疑

われる子どもたちの特徴を理解し、教室の中で援助を行う際にも役立つ理論、スキルを学ぶ。

 

持参する物 特になし 

 
※ 本講習は必修領域のため、2 日間 12 時間の講習をすべて受講することが必要です。 

※ 各講習の時間には試験を含みます（約 15 分程度）。 

※ 原則として遅刻は認められませんのでご注意ください。 

※ 本年度は選択領域の講習は実施いたしません。 

 
  



 

 
 

受講資格をご確認の上、本学ホームページからお申し込みください。

仮申込者が定員を超えた場合、申込期間内でも募集を終了することが

あります。 
 

  仮申込をされた方に、大学から本申込用の書類と受講料振込のご案内

をお送りします。 
 
 

 本申込用の書類に必要事項を記入して大学宛に郵送してください。 
また、指定した期日までに受講料を振り込んでください。 
 
 

  大学に書類が到着し、受講料納入の確認がとれましたら、申込手続き

は終了です。大学より受講票をお送りします。 
 
 

 
 

講習を受講し、試験に合格された方には、後日、履修証明書をお送り

します。 

 

 

 

 

【仮申込期間】平成 23 年 10 月 1 日（土）～  募集人数に達し次第終了 

【手続方法】 

 共栄大学ホームページの仮申込フォームに必要事項を入力し、送信してください。 

 フォームが利用できない場合は、共栄大学ホームページから仮申込用紙をダウンロー

ドして、電子メールに添付して送信、または郵便にてお送りください。 

 

メール  menkyo-koshin@kyoei.ac.jp  

件名は「更新講習申込」としてください。 

郵  送  〒344-0051 埼玉県春日部市内牧 4158 共栄大学 更新講習担当 

 

※ パソコン環境がない方には仮申込用紙を郵送しますので、ご連絡ください。 

※ お電話での申し込みはできません。 

仮申込を受理した後、大学より本申込用の書類をお送りします。 

同封のご案内に沿って、本申込手続きと受講料の振込を行ってください。 

 

共 栄 大 学 教 育 学 部  

〒344-0051 埼玉県春日部市内牧 4158  Tel: 048-755-2932 / Fax: 048-755-3198 

http://www.kyoei.ac.jp/univ/index.html 

 

仮申込 

本申込用書類発送 

本申込・受講料振込 

申込完了 

講習・試験 

（H23.9.30 改訂）


